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Ⅰ．目的 

人と人が顔を合わせる（アイコンタクト様のかかわりを

とる）ことは、人間の発達上欠かすことができない重要な

コミュニケーションの基盤である（小柳津，2011）。障害

がある子どもにはアイコンタクトを伴った発達支援が認知

発達を高める上で非常に重要である（森崎ら，2004）。
しかし、重度・重複障害児の場合は、アイコンタクトが

成立しにくい場合が多い。小柳津（2011）は、指導者側が

積極的に視線を合わせることで、子どもと「つながる感じ」

が高まっていき、子ども達も人とつながることの楽しさ、

必要性を体験的に身につけていくとした。重度・重複障害

児とかかわる大人が視線を合わせることを意識する事が、

アイコンタクトを促進する可能性を示唆している。

やりとり遊びは、大人が子どもに視線を合わせてやりと

りする遊びであり、繰り返す遊びの流れの中で、誰が働き

かけているのかが理解しやすい。障害が重い子どもに対し

ては、コミュニケーション指導の有効な方法である（吉川，

2008）。本研究では、アイコンタクトに課題がある重度・

重複障害児を対象として、やりとり遊びを通して、著者へ

のアイコンタクトを促進することを目的とする。

Ⅱ．方法

１ 対象生徒：A。特別支援学校（肢体不自由）に在籍

する中学部１年生の男児。肢体不自由と知的障害を併せ有

している。遠城寺式乳幼児分析的発達検査では、移動運動

0：1、手の運動 0：1、基本的習慣 0：1、対人関係 0：2、
発語 0：2、言語理解 0：5 である。A は、痰が喉にからみ

やすい。痰の吸引や排痰姿勢をとることで、学校生活を送

っている。一方、慣れた友達や身近な教員とのやりとりを

好む。友達が近づいてくると、友達に向けて手を伸ばそう

とする。目の前に物を提示すると、その物を注視・追視す

る。大人に視線を合わせて応じたり、働きかけたりするア

イコンタクトは難しい。

２ 観察場所と観察期間：B 特別支援学校（肢体不自由）

の一教室。観察期間は、2017 年 2 月～2017 年 3 月。観察

回数は 8 回であった。 
３ 手続き：A の痰の喀出を促せる腹臥位支援具に膝立

ちをした状態でおこなった。毎朝決まった時刻に、A の視

線の先に著者の顔があるように対面してやりとり遊び「一

本橋こちょこちょ」を行った。

（１）「一本橋こちょこちょ」をすることを告げる。A の手

の平から肩まで「一本橋こちょこちょ」のフレーズに合わ

せて、著者の指で触刺激を与える。

（２）A が著者の目をみる（アイコンタクト）行為の出現

を待ってから、A が好む頭部へのくすぐりを行うようにし

た（Fig. 1 参照）。

Fig．1 アイコンタクトを引き出す手立て

４ 記録の整理と分析：A と著者のかかわりの様子をビデオ

カメラで撮影し、アイコンタクトの生起状況を分析した。

Ⅲ．結果

A のアイコンタクトの生起状況を Table1 に示す。 
Table 1 アイコンタクトの生起状況 

①②の時、手立て２でも A は著者と反対側に目を動かした

ためにアイコンタクトは成立しなかった。③では、「著者の目

をみてごらん」の声掛けで、目を動かし著者とアイコンタク

トが成立した。④⑤では、手立て１の時点で目を動かそうと

したが、著者とは反対方向に動いた。⑥では、顔を動かした

結果、著者とアイコンタクトが成立した。⑦では、瞬きをし

た後、目を動かしアイコンタクトが成立した。⑧では、手立

て１で、目を動かそうとしたが、アイコンタクト成立にいた

らなかった。

Ⅳ．考察

森崎（2004）らは、アイコンタクトにも「①方向性、②焦

点の一致感、③強さ、④持続性」の 4 つの力が必要であると

している。小柳津（2009）は、4 つの力には「方向性→持続

性→焦点の一致感→強さ」の発達の順序性があるとした。A
は、著者を見ようとするものの顔が反対の方向を向いてしま

うことがあったことから「方向性」に向かう段階であると考

えられる。原始反射が消失していない A の場合、それを抑制

しつつ「方向性」の段階にアプローチする姿勢やかかわり方

について、さらに検討が必要となるであろう。

また、⑥⑦試行で手立てなしで成立したアイコンタクトが

⑧試行では、手立て２が必要であった。この結果は、A の体

調（呼吸状態、覚醒度）の影響が強かったと考えられる。重

度・重複障害児の場合、体調を整えること様々な活動の前提

になること示唆する結果といえるだろう。
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